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　12月7日、4棟3階法廷教室において、2019年度「子ども大学そうか」
の一環で、山田恒久国際関係法学科教授が、小学生に「法と裁判のしく
みについて学ぼう」と題した講義を行った。今回の講義には、23名の草加
市内の小学生が参加した。
　当日、小学生は弁護人役、検察官役、裁判官役に分かれ、台本を基に実
際の法廷内の様子を再現した。山田教授は「法律はみなさんの生活を守
るために作られたものです。ただ、護身術などと同じで、使い方を間違え
ると相手を傷つけてしまいます。今日は使い方をしっかり学びましょう」と
話した。小学生は、初
めて聞く法律用語や
六法の使い方に悪
戦苦闘しながらも、
興味深そうに山田教
授の説明を聞いて
いた。

小学生が法と裁判のしくみについて学ぶ
子ども大学そうかの講義を本学で開催　11月9日、創立50周年記念館（西棟）W-103教室で、地域総合研究

所主催の「地域おこし活動報告会」が行われた。本報告会は、様々な地
域おこし活動を行っている学内のゼミ・グループがそれぞれの活動内
容を報告し、それを参考にして活動内容のブラッシュアップを図るとと
もに、ゼミ・グループ間のコラボレーションによる効果の増大を図ること
を目的とした。当日は、各ゼミ・グループの報告の後、倉橋透地域総合研
究所所長及び関係の教員がコメントした。今回報告したゼミ・グループ
は以下の通り。カッコ内は所属学科。

地域総合研究所「地域おこし活動報告会」を開催

　11月27日、創立50周年記念館（西棟）W-312教室で、総合政策学科
高橋均ゼミと法政大学荒谷裕子ゼミとの会社法の合同ゼミが開催され
た。合同ゼミは、1回目の法政大学での開催に続き今回が2回目。
　今年は、高橋ゼミ２７名、荒谷ゼミ２４名が「企業買収」をテーマに実施し
た。混合で７グループに分かれ、企業買収の事例における法的論点の整
理や個別事象に対する法的対抗策等についてグループ内で議論した後、

法制度や判例等を参考に
グループとしての結論を
発表。それに対して、全体
質疑と両教授からの講評
があった。終了後には懇
親会を行い、お互いの大
学生活などについて和や
かに歓談し、親睦を深め
ている様子だった。

総合政策学科高橋均ゼミと
法政大学荒谷裕子ゼミによる合同ゼミ開催

　11月9日、創立50周年記念館（西棟）W-201教室で、経済学科全載
旭ゼミと慶應義塾大学経済学部駒形哲哉ゼミの15回目となる合同ゼ
ミが行われた。この合同ゼミでは、テーマに基づき事前に作成した論文
を発表。質疑応答や議論を通じて研究分野の理解を深めることを目的
としている。
　今回、全ゼミは「産業連関表から見た中国の経済発展方式の転換～
外需主導型から内需主導型へ～」、駒形ゼミは「中国は何故急速に
キャッシュレスが進んだのか？～資金循環の枠組みから中国の特異性
に迫る～」と題した論文を発表。
　全ゼミ代表の志田開智さん（済3年）は「論文作成に苦戦したが、仲間
と協力し作り上げることが
できた。他大学の学生から
の指摘は良い刺激となった
ので今後につなげたい」と
語った。

経済学部全載旭ゼミと
慶應義塾大学駒形哲哉ゼミが合同ゼミ開催

　鈴木涼太郎（交流文化）ゼミ、和田智（言語文化）ゼミ、高安健一（経済）
ゼミ、大坪史治（経営）グループ、米山昌幸（国際環境経済）ゼミ、大竹伸
郎（国際環境経済）グループ、大谷基道（総合政策）ゼミ

　11月16日、外国語学部交流文化学科が天野貞祐記念館大講堂で10
周年記念式典を開催し、在学生、卒業生、教職員らが来場した。
　式典では、犬井正学長の挨拶に続いて、高橋雄一郎同学科教授が設立
趣旨や成り立ちについてエピソードを交えて紹介した。その後行われたパ
ネルディスカッションでは、パネリストとして木原涼子さん（14年卒）、石野
隆美さん（16年卒）、殿岡夢さん（17年卒）が登壇。鈴木涼太郎同学科准
教授の進行で「卒業して今感じること」
を現在の仕事や研究内容を交えて話し
た。その後、学生食堂で茶話会が行わ
れ、参加者は親交を深めていた。
　また、記念事業の一環で11月13日
から11月27日まで、西棟で写真展
「Portraits of Refugees in Japan 
難民はここ（日本）にいます」が開催さ
れた。

交流文化学科開設10周年
記念式典など記念イベントを実施

　犬井正学長の任期満了に伴う学長予定者選挙が12月11日に行われ、
山路朝彦教授が学長予定者に選出された。同日行われた全学教授会で
は、山路教授を次期学長として理事会に推薦することが承認された。
　山路教授は、外国語学部ドイツ語学科所属。81年東京外国語大学大
学院外国語学研究科修士課程ゲルマン系言語専攻ドイツ語修了。86年
獨協大学外国語学部専任講師、90年外国語学部助教授、01年外国語
学部教授。
　役職歴は、94～96年外国
語学部教務主任、97～01年
学長室委員、03～07年学生
部長兼敬和館長、08～12年
教務部長、12年から現在ま
で副学長兼総合企画部長お
よび獨協学園理事。1953年
生まれ。
　1月30日に行われる理事
会で承認されると、山路教授
は4月1日付で第11代学長に
就任することになる。任期は
2024年3月31日まで。　

学長予定者に山路朝彦教授
今月の理事会で正式決定

地域総合研究所シンポジウム
「埼玉の魅力創出、発信と埼玉の未来」を開催

　11月27日、天野貞祐記念館大講堂で、埼玉県・ブランデンブルク州
姉妹提携20周年記念「日独シンポジウム ～日独両国の更なる協力の
可能性と自治体の役割～」が開催され、学生や一般来場者など約250
人が来場した（主催：埼玉県、共催：獨協大学）。当日は、大野元裕埼玉
県知事、犬井正学長の挨拶の後、クラウス・フィーツェ在日ドイツ連邦共
和国大使館首席公使の基調講演、ライナー・クナイフェル=ハヴァーカ
ンプ同州法務・ヨーロッパ・消費者保護省法務・国際局長の講演が行わ
れた。その後行われた、岡村りらドイツ語学科准教授による「地方自治
体の役割」と題した講演で、岡村准教授は「首都に接している都市部と
豊かな自然を有する地域が共存している両自治体には、自然や技術、学
問、観光など様々な強みがある。それを最大限に生かすには、自治体の
努力は不可欠だが、それだけでなく市民の協力・参加も重要である」と
述べた。
　また、本シンポジウムのプレイベントとして「ブランデンブルク州プレ
ゼンテーション」と「ブランデンブルク州パネル展示会」が学生センター
1階雄飛ホールで行われた。

埼玉県・ブランデンブルク州（ドイツ）姉妹提携
20周年記念「日独シンポジウム」開催

　10月26日、天野貞祐記念館大講堂において、地域総合研究所主催の
シンポジウム「埼玉の魅力創出、発信と埼玉の未来」が行われ、学生や一
般参加者180人が来場した。
　当日は、倉橋透地域総合研究所所長が埼玉の未来像をどう描くかに
ついて問題提起を行い、脚本家の徳永友一氏（01年律卒）が「映画『翔
んで埼玉』脚本執筆に際し考えたこと」というタイトルで基調講演を行っ
た。その後、鈴木涼太郎交流文化学科准教授、森永卓郎経済学科教授も
交え、テーマについて活発な議論を行った。森永教授は東京都心部との
比較で埼玉の住みやすさと
魅力を力説し、鈴木准教授は
地域の身近な価値を観光の
対象とすることの重要性を
指摘した。来場者からも多く
の質問が寄せられ、活発な質
疑応答が行われた。

　11月20日、学生センター雄飛ホールで、教育研究支援センター主
催の第１回自律学習支援特別講座「落語家が教える『伝える力』～人の
心をつかむプレゼン技術～」が開催された。講師として落語家の林家
たま平氏が来学した。
　当日は2部構成で行われ、第1部では同氏が実体験やユーモアを交
えて、人の心を掴む話し方のポイントなどについて講演。第2部では、

演目『死神』を披露。これは、失敗続
きで生きることを諦めかけた主人公
が、死神から授かった特別な力を使
い、報酬を得ることで贅沢な暮らし
を始めるが、ルールを破ったことによ
り寿命が尽きてしまうという古典落
語。観客は、同氏の声の抑揚やしぐ
さ、表情などから、その世界に引き込
まれている様子だった。

自律学習支援特別講座　開催
落語家の林家たま平氏が来学

留学生が草加高校などで国際交流
　11月11日、本学に留学中の交換留学生7名が、埼玉県立草加高等学校
に招かれ1年生と交流した。これは、同校の国際理解教育の一環として行
われたもので、今回で8回目となる。当日、留学生は、スライドなどを用い
て、英語や日本語で出身地域の歴史や文化を紹介した。参加した留学生
カムケ・レオナルドさんは「緊張したが、高校生が関心を持って聞いてくれ
た。良い取り組みだと思う」と感想を述べた。
　また、11月25日には留学生3名が獨協中学・高等学校、12月6日には
留学生4名が草加市花栗中学校を訪問し、プレゼンテーションなどを通し
て、生徒と交流した。

飯島ゼミ・米山ゼミ合同講演会
「東西文化交流への想い」開催
　11月15日、学生センター雄飛ホールで、言語文化学科飯島一彦ゼミ
と国際環境経済学科米山昌幸ゼミによる合同講演会「東西文化交流へ
の想い～能とバレエのコラボレーションによって生まれるもの～」（後
援：獨協大学父母の会）が開催された。
　講演会では、まず両ゼミの活動報告と、東日本大震災で被災した福島
県富岡町の現地調査の報告を行った。その後、11月上旬に東日本大震
災被災地4か所を巡る公演を
行った、観世流シテ方能楽師の
津村禮次郎氏と英国のバレエ
団Ballet Theatre UKで芸術
監督を務めるクリストファー・
ムーア氏が登壇。飯島教授と対
談し、被災地訪問で感じたこと
などを語った。会場には約70名
が来場した。

パネルディスカッションの登壇者

左からフィーツェ公使、大野知事、クナイフェル=ハヴァーカンプ州局長、犬井学長、
山路朝彦副学長


